
平成31年長柄町議会第１回定例会は、３月１日（金）から15日（金）までの15日間を会期として開催されました。
提出された議案等は、発議案１件、議案23件、同意２件、新年度予算の審査については各常任委員会へ付託し、３
月５日（火）、６日（水）の審査により、各委員長から原案のとおり可決すべきものとして定例会最終日に報告されま
した。
※新年度予算の概要については、４月19日発行「広報ながら」の４頁から７頁に掲載されています。

町議会
だより

編 集 長柄町議会広報編集特別委員会

ながら

第 １ 回   定 例 会

主な内容
第１回定例会
定例会で決まったこと �  10
長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告 �  14
一般質問（７名） �  15
委員長報告 �  22
編集後記 �  24

第1回定例会　議案等審議結果一覧
議員名 結果 川

嶋
朗
敬

鶴
岡
喜
豊

池
沢
俊
雄

三
枝
新
一

山
﨑
悦
功

本
吉
敏
子

山
根
義
弘

古
坂
勇
人

関
民
之
輔

神
崎
好
功

星
野
一
成

月
岡
清
孝

議案名
議決
結果

賛
成
反
対

発議案
第1号 長柄町議会基本条例の制定について 原案

可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第1号 長柄町総合計画条例の制定について 原案

可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第2号

長柄町選挙公報の発行に関する条例の制定
について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第3号

長柄町森林環境譲与税基金条例の制定につ
いて

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第4号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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議　案
第5号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 9 2 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第6号

長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第7号

職員の給与に関する条例及び長柄町一般職
の任期付職員の採用等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第8号

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第9号

長柄町農林業施設整備事業分担金徴収条例
の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第10号

平成３０年度長柄町一般会計補正予算
（第５号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第11号

平成３０年度長柄町国民健康保険特別会計
補正予算（第４号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第12号

平成３０年度長柄町農業集落排水事業特別
会計補正予算（第２号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第13号

平成３０年度長柄町介護保険特別会計補正
予算（第４号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第14号

平成３０年度長柄町浄化槽事業特別会計補
正予算（第３号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第15号

平成３０年度長柄町後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第16号 平成３１年度長柄町一般会計予算

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第17号

平成３１年度長柄町国民健康保険特別会計
予算

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第18号

平成３１年度長柄町農業集落排水事業特別
会計予算

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第19号 平成３１年度長柄町介護保険特別会計予算

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第20号

平成３１年度長柄町浄化槽事業特別会計予
算

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第21号

平成３１年度長柄町後期高齢者医療特別会
計予算

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第22号 財産の処分について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第23号

平成３０年度長柄町一般会計補正予算
（第６号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同　意
第1号

固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて

原案
同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同　意
第2号

教育委員会教育長の任命につき同意を求め
ることについて

原案
同意 11 0 無記名投票による採決 ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示
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議員発議

新規条例の制定

条例の一部改正

発議案第１号　長柄町議会基本条例の制定について
議会基本条例制定の目的については、地方分権社会へ転換が進められ、地方自治体の自主的な決定と責任の範囲
が拡大してきており、二元代表制の一翼を担う議会及び議員の役割や責任は、重要なものとなってきている。
提出条例案の概要については、主なものとして町民が議会活動に参加する機会の充実及び意見交換の場として「議
会報告会」の実施や近年の自然災害は数十年に一度といわれている規模のものが多く発生していることから、地震、
豪雨その他の大規模災害等の緊急事態が発生した場合において、町民の生命・身体・財産を保護するため、議会と
しての体制の整備を定めている。
議会活動の公正性及び透明性を確保し、自由活発な討議を通して審議等の内容について町民に説明責任を果たし、
開かれた議会としていくため、地方自治の本旨を常に考え、合議体である議会の議員一同がこの条例を遵守し、議会
活動に取り組むことが、住民福祉の向上及び町勢の発展のために繋がることから、議会の最高規範となる本条例を
制定するものです。

議案第１号　長柄町総合計画条例の制定について
総合計画の重要性を踏まえ、総合計画の位置付けを明確にするとともに、その策定に係る手続きを定めるもので
す。

議案第２号　長柄町選挙公報の発行に関する条例の制定について
町の選挙において、候補者の氏名、経歴、政見、写真等を、選挙人に対し広く知らしめるため、選挙公報を発行す
るため必要な事項を定めるものです。

議案第３号　長柄町森林環境譲与税基金条例の制定について
平成３１年度税制改正において、森林整備等に必要な地方財源を、安定的に確保する観点から、森林環境税及び森
林環境譲与税を創設し、本年４月から施行されることとなりました。
町ではこの森林環境譲与税を効率的かつ効果的に森林整備の財源に充てるため、「長柄町森林環境譲与税基金」を
設けるものです。

議案第４号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
条例規則等に規定する附属機関等に係る報酬額のうち、新たに「生活支援協議会委員」を追加するもので、生活支
援協議会の機能強化により、地域支援・介護予防サービスの提供体制の整備に向けた取組みを強化しようとするも
のです。

議案第５号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第６号　長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告による職員の給与改定に準じ、改正を行うもので、期末
手当の支給率を０.０５月分引上げ、平成３０年度分から実施するものです。

議案第７号　職員の給与に関する条例及び長柄町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

　人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告を受け、所用の改正を行うものです。
給料月額の改定で、平均改定率は０.２％です。
期末勤勉手当の支給率を０.０５月分引き上げ、年４.４５月分とする。
以上の２点につきましては、平成３０年度分から実施するものです。
併せて、平成３１年度から支給実態のない特殊勤務手当の条項を削除するとともに、任期付職員の経験年数加算	

　及び昇給基準について、任期のない正規の職員に準じた取扱いとしようとするものです。
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補正予算
議案第１０号　平成３０年度長柄町一般会計補正予算（第５号）
補正額は７,０５４万７千円の減額で、補正後の予算総額は３７億９,７９４万円となります。
主な内容は、年度末における実績に伴う諸経費の調整を会計全般にわたり行うものです。

議案第１１号　平成３０年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
補正額は３,１４３万２千円の減額で、補正後の予算総額は９億７,１２９万５千円となります。
主な内容は保険給付費等の減によるものです。

議案第１２号　平成３０年度長柄町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
補正額は１５１万８千円の減額で、補正後の予算総額は６,５０８万２千円となります。
主な内容は、年度末における各経費の精算によるものです。

議案第１３号　平成３０年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第４号）
補正額は１,３２９万８千円の追加で、補正後の予算総額は７億５,４２２万８千円となります。
主な内容は保険給付費の増によるものです。

議案第１４号　平成３０年度長柄町浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）
補正額は６９７万９千円の減額で、補正後の予算総額は５,９７２万１千円となります。
主な内容は浄化槽設置基数の減によるものです。

議案第１５号　平成３０年度長柄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
補正額は９７万７千円の減額で、補正後の予算総額は８,８６２万３千円となります。
主な内容は広域連合納付金の減によるものです。

議案第２３号　平成３０年度長柄町一般会計補正予算（第６号）
補正額は３,０９８万８千円の追加で、補正後の予算総額は３８億２,８９２万８千円となります。
主な内容は、人件費の調整及び旧水上小学校跡地に係る町有財産の処分に伴うものです。

議案第８号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が、平成３１年４月に施行され、超過勤務命令の上
限が設定されることとなり、地方公務員における長時間労働の是正についても、民間労働法制及び国家公務員の取
扱いを踏まえ、同様に改正しようとするものです。

議案第９号　長柄町農林業施設整備事業分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について
農林業施設の新設及び改修について、特に利益を受ける者から分担金を徴収し、町が事業主体となり、事業を実施
しております。
今回の一部改正は、現行の分担金額の算出方法の変更及び対象事業に農地耕作条件改善事業も追加し、受益者で
ある農業団体及び農業者の負担の軽減を図り、農業振興に資するために改正するものです。
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財産の処分

人事案件

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告

議案第２２号　財産の処分について　
旧水上小学校跡地の処分に係るもので、既存の旧校舎等をそのままとし、現状引渡しとすることから、その解体費
用等を差し引き、契約の額とするもので、３,０９８万９千８百円で「東京都大田区大森北２－２－５－５１２　株
式会社 ミケン」に譲渡しようとするものです。

同意第１号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて　
固定資産評価審査委員会の現職委員である山本岩男氏が、本年６月９日で任期満了となるため、引き続き委員に
選任することに、議会の同意を求めるものです。

同意第２号　教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
現職の佐川和弘氏が、一身上の都合により本年度末をもって退任されることとなり、後任として、石川和之氏を教
育長に任命することに、議会の同意を求めるものです。

定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員の池沢俊雄議員から平成３１年第１回長生郡市広域市町村
圏組合議会定例会の報告がありました。以下、要約したものを掲載します。

平成３１年第１回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は２月７日に開会し、以下の議案について審議し、２月
２６日に閉会しました。

議案第１号 平成３０年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第３号）

議案第２号 平成３０年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費補正予算（第１号）

議案第３号 平成３０年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計補正予算（第２号）

議案第４号 平成３０年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計補正予算（第１号）

議案第５号 平成３１年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計予算

議案第６号 平成３１年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費予算

議案第７号 平成３１年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計予算

議案第８号 平成３１年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計予算

議案第９号 職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議案第１０号 長生郡市広域市町村圏組合水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１１号 長生郡市温水センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１２号 長生郡市広域市町村圏組合病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議案第１３号 監査委員の選任につき同意を求めることについて

議案第１４号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

議案第１５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　以上、議案１５件を審議し、すべて原案のとおり可決・同意されました。
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年

野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
昭
和
62

年
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
平
成
５
年
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
等
々
の
増
設
が
行
わ
れ
、

長
柄
町
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
現
在
11
の
施
設
が
存
在
す

る
。な

お
、
平
成
19
年
に
諸
施
設
の
管

理
業
務
が
指
定
管
理
者
に
移
行
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
次
の
事

を
伺
う
。

現
在
の
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
29
年
度
は
３
万
１
，
６
１
７

人
，
平
成
30
年
12
月
現
在
２
万
９
，

３
８
７
人
で
あ
る
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
の
今

後
の
メ
ン
テ
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ど
の
よ

う
な
方
向
で
運
営
し
て
い
く
の
か
伺

う
。指

定
管
理
者
と
協
議
し
、
適
宜
修

繕
を
行
い
、
最
も
効
果
的
、
効
率
的

な
成
果
が
出
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
の
個
別
計
画
を
、
平
成
32
年

度
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、

都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営

委
員
会
で
、
施
設
の
中
・
長
期
的
な

在
り
方
も
検
討
し
、
そ
の
方
向
性
に

も
視
野
に
検
討
し
た
い
。

水
上
地
区
に
１
か
所
し
か
な
い
事

に
つ
い
て
伺
う
。

過
去
の
経
緯
に
よ
り
梅
乃
木
荘

１
ヶ
所
に
な
っ
た
。

高
山
、
大
庭
地
区
か
ら
は
若
干
遠

い
が
、
自
治
会
・
集
会
施
設
な
ど
を

視
野
に
指
定
を
検
討
し
た
い
。

人
口
的
に
水
上
地
区
は
２
か
所
必

要
と
な
る
が
考
え
を
伺
う
。

皿
木
の
青
年
館
を
指
定
し
て
い
る

よ
う
に
水
上
地
区
に
つ
い
て
も
検
討

し
、話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

備
蓄
品
に
乳
幼
児
用
の
液
体
ミ
ル

ク
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
た
め
の
備
蓄

品
を
用
意
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺

う
。新

年
度
の
中
で
考
え
て
い
き
た

い
。

２　

�

長
柄
町
地
域
防
災
計

画
に
つ
い
て

町
内
９
か
所
の
避
難
所
の
所
在
場

所
が
適
正
か
考
え
を
伺
う
。

地
区
に
よ
っ
て
は
条
件
を
満
た
す

施
設
が
少
な
い
為
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
て
い
る
認
識
が
あ
る
。
避
難
判
断

基
準
等
に
よ
り
適
切
な
対
応
に
努
め

て
い
る
。

今
後
、
自
治
会
施
設
な
ど
も
視
野

に
、
避
難
所
の
指
定
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

各
避
難
所
の
備
品
の
違
い
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

基
本
的
に
は
、
各
防
災
備
蓄
倉
庫

と
も
備
蓄
品
の
配
備
に
大
き
な
違
い

は
な
い
。

長
柄
町
の
避
難
所
に
関
す
る
バ
ラ

ン
ス
的
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

地
区
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い

て
い
る
。
自
治
会
、
集
会
施
設
な
ど

沿
っ
た
個
別
計
画
に
し
て
い
き
た

い
。平

成
27
年
か
ら
平
成
29
年
の
施
設

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
が
考
え
を

伺
う
。

利
用
者
が
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い

る
原
因
を
突
き
詰
め
、
利
用
率
の
向

上
を
図
り
た
い
。

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
は
昭
和
51
年

建
設
で
耐
用
年
数
が
超
え
て
い
る

が
、耐
震
工
事
は
さ
れ
た
か
伺
う
。

耐
震
工
事
は
実
施
し
て
い
な
い
。

新
耐
震
基
準
以
前
の
建
物
で
あ
り
、

耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
と

考
え
て
い
る
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
31
年
経
過
し
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
を

持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

損
益
分
岐
点
を
超
え
た
段
階
で
、

建
て
替
え
等
の
目
安
に
な
る
。
し
ば

ら
く
今
の
現
状
で
い
き
た
い
。

一
般
質
問

―
議
員
７
名
が
町
政
を
問
う
―

三
枝
新
一 
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

答
①
　
町
長

問
①
　
議
員

問
②
　
議
員

問
③
　
議
員

問
④
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
⑤
　
議
員

問
⑥
　
議
員

答
②
③
　
町
長

答
④
　
産
業
振
興
課
長

答
⑤
　
産
業
振
興
課
長

答
⑥
　
産
業
振
興
課
長

答
　
町
長

答
　
総
務
課
長

答
　
総
務
課
長

答
　
総
務
課
長

答
　
総
務
課
長

答
　
町
長
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１　

��
長
生
農
業
独
立
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

平
成
30
年
第
４
回
議
会
定
例
会
で

当
該
セ
ン
タ
ー
の
負
担
金
を
補
正
予

算
措
置
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

郡
内
６
町
村
が
、
農
業
独
立
支
援

セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
な
い
場
合
は
、

予
算
を
執
行
し
な
い
。

現
在
、
郡
内
６
町
村
の
足
並
み
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

足
並
み
が
そ
ろ
う
よ
う
引
き
続
き
６

町
村
で
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

２　

��

農
業
振
興
に
対
す
る

町
の
取
組
み
に
つ
い
て

農
業
後
継
者
、
担
い
手
育
成
の
た

め
の
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

解
体
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
、当
局
の
考
え
を
伺
う
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

は
、
本
町
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
生
産
者
が
意
欲
を

も
っ
て
生
産
活
動
を
推
進
し
て
い
く

上
で
、
そ
の
対
策
は
極
め
て
重
要
と

考
え
て
い
る
。

解
体
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
千

葉
県
中
南
部
地
域
市
町
村
野
生
鳥
獣

対
策
会
議
や
千
葉
県
町
村
会
を
通

じ
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
県
に
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

業
団
体
振
興
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

を
統
合
し
、
新
た
に
農
林
業
等
振
興

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
と
改
正
し
、

一
部
要
件
は
あ
る
が
、
畦
畔
除
去
、

暗
渠
排
水
、
土
層
改
良
等
の
農
地
の

改
良
・
保
全
に
係
る
も
の
も
補
助
対

象
と
し
、
補
助
率
の
30
万
円
控
除
を

撤
廃
し
、
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

と
し
、
農
家
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
た

い
。加

え
て
、
農
業
用
機
械
の
整
備
に

係
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
営
農
組
合
等
の
団
体
の
み
が
補

助
対
象
で
あ
っ
た
も
の
を
、
一
部
要

件
は
あ
る
が
、
集
落
営
農
組
織
、
特

用
林
産
物
生
産
組
合
及
び
個
人
農

家
、
施
設
園
芸
農
家
に
も
支
援
で
き

る
よ
う
拡
充
し
、
補
助
率
の
２
分
の

１
以
内
は
維
持
し
つ
つ
、
補
助
金
額

の
上
限
を
増
額
し
、
複
数
年
度
の
事

業
を
可
能
と
す
る
。

ソ
フ
ト
面
の
対
策
で
は
、
農
地
の

集
約
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
や
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
、
作
業
効
率
の
向
上

を
見
込
み
、
農
地
集
積
を
し
た
担
い

手
に
対
す
る
助
成
を
引
き
続
き
し
て

昨
年
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
に
お
い

て
、
清
田
町
長
が
公
約
の
一
つ
に
掲

げ
ら
れ
た
集
落
営
農
組
織
の
設
立
支

援
と
は
ど
の
よ
う
な
支
援
内
容
な
の

か
伺
う
。

農
業
の
生
産
性
向
上
対
策
に
つ

い
て
は
、
生
産
基
盤
と
な
る
圃
場
整

備
や
機
械
購
入
、
組
織
の
運
営
費
な

ど
、
多
方
面
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
。町

単
独
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

ハ
ー
ド
面
の
対
策
で
は
、
町
農
林
業

施
設
整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
を

一
部
改
正
し
、
農
業
用
施
設
の
新
設

及
び
改
修
に
つ
い
て
、
揚
水
組
合
等

か
ら
分
担
金
を
徴
収
し
、
町
が
事
業

主
体
と
な
り
事
業
を
実
施
す
る
分
担

金
の
算
出
方
法
を
地
元
負
担
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
改
正
を
す
る
。

ま
た
、
町
農
道
か
ん
が
い
排
水
施

設
事
業
補
助
金
等
交
付
要
綱
と
町
農

い
く
。

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
の
設
立
に

対
す
る
支
援
内
容
で
は
、
機
械
整
備

に
係
る
助
成
に
加
え
、
１
度
に
限

り
、
機
械
等
の
使
用
料
、
電
気
代
、

燃
料
代
等
に
充
て
て
い
た
だ
く
た
め

25
万
円
を
交
付
し
た
い
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
若
者
の

後
継
者
不
足
等
、
農
業
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
く
な
っ

て
い
る
が
、
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く

継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

古
坂
勇
人 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

答
①
②
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

問
　
議
員

問
①
　
議
員

問
②
　
議
員

問
　
議
員

３　

�

有
害
鳥
獣
解
体
処
理

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
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１　

�
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
に
つ
い
て

新
婚
世
帯
が
新
生
活
を
始
め
る
た

め
の
費
用
等
を
支
援
す
る
地
域
少
子

化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
、
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
を
、
活
用
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
考
え
を
伺
う
。

既
に
実
施
し
て
い
る
市
町
村
の
効

果
を
検
証
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

２　

�

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
し
て
１
年
過
ぎ
ま
し
た
が
、
皆
様

の
反
響
を
伺
う
。

更
新
し
て
約
１
年
が
経
ち
ま
す

が
、
把
握
し
て
い
る
中
で
は
、
５
件

ほ
ど「
使
い
づ
ら
い
」ま
た
は「
見
づ

ら
い
」と
い
う
ご
意
見
を
頂
戴
し
て

け
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
毎
月
提
供

さ
れ
る
町
内
事
業
者
の
求
人
情
報
を

掲
載
し
て
い
る
。

今
後
は
、
商
工
会
や
農
協
等
と
連

携
し
て
、
起
業
さ
れ
る
方
に
向
け
た

支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
相
談
窓

口
、
長
柄
町
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）の
提
案
を
す
る
が
考

え
を
伺
う
。

情
報
を
網
羅
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

型
の
相
談
窓
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、

役
場
庁
舎
正
面
入
り
口
付
近
の
現

在
の
休
憩
所
の
一
角
に
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
区
切
る
形
で
、
移
住
定
住

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
い
。

４
月
か
ら
は
、
移
住
定
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
で
き
る
限
り
常
駐

し
、
Ｐ
Ｒ
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
称
し
、
現

在
、取
り
組
ん
で
い
る
。

業
務
の
主
な
内
容
は
、
空
き
地
・

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
支
援
、
都
市

部
で
開
催
さ
れ
る
移
住
定
住
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
、
移
住
希
望
者
と
地
域
住

民
の
交
流
会
や
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
初
め
と
す
る
体
験
会
の
開

催
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
も
と
も
と

は
都
市
部
で
生
活
し
、
本
町
の
よ
う

な
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
を
抱
き
、
房

総
地
域
に
拠
点
を
移
し
た
人
た
ち
を

中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
、
私
た
ち
と

は
違
っ
た
視
点
で
本
町
の
魅
力
を
感

じ
、
本
事
業
を
進
め
る
た
め
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
最
も
適
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
伺

う
。こ

ど
も
園
の
運
営
や
子
ど
も
医
療

費
の
無
償
化
、
乳
幼
児
の
保
護
者
へ

の
支
援
金
や
物
品
の
支
給
な
ど
、
今

後
も
、
特
色
あ
る
子
育
て
環
境
を
整

い
る
。

現
在
は
、
各
課
で
必
要
な
情
報
を

更
新
し
て
い
る
。
概
ね
随
時
の
情
報

発
信
が
で
き
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
更
新
の
一
義
的
な
目
的
は
達
成
さ

れ
て
い
る
。

今
後
改
善
で
き
る
か
ど
う
か
を
含

め
、
※
Ｃ
Ｍ
Ｓ
を
提
供
し
て
い
る
委

託
業
者
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

※
Ｃ
Ｍ
Ｓ
・・・
誰
で
も
簡
単
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
管
理
・
更
新
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

３　

� 

移
住
定
住
推
進
事

業
に
つ
い
て

移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
伺
う
。

昨
年
10
月
に
、
移
住
定
住
に
関
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
う
移

住
定
住
推
進
業
務
を
発
注
し
、
受
託

者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
移
住
定

備
し
て
い
く
。

住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
伺

う
。住

宅
新
築
補
助
金
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
等
の
ハ
ー
ド
面
と

あ
わ
せ
て
、
空
き
地
・
空
き
家
バ
ン

ク
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
支
援
、
本

年
１
月
に
は
、
国
が
進
め
る
全
国
版

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
よ
り
多

く
の
方
の
目
に
触
れ
る
機
会
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
連
携
協
定
を
結
ぶ

千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
や
全

日
本
不
動
産
協
会
と
連
携
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
移
住
希
望
者
の
住
ま
い
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
伺

う
。本

年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
移
住
定
住
に
関

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
新
し
く
設

本
吉
敏
子 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

答
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

答
　
町
長

答
　
町
長

問
　
議
員

問
　
議
員
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１　

�
旧
昭
栄
中
学
校
の
跡

地
利
用
及
び
体
育
館
に

つ
い
て

中
学
校
の
跡
地
は
、
公
園
を
と
言

う
町
民
の
声
を
聞
く
が
利
用
計
画
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

未
だ
明
確
な
方
向
付
け
は
し
て
い

な
い
。
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
公
園
を

建
設
し
、
こ
ど
も
園
と
一
体
的
な
利

用
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
が
閉
校
に
な
り
10
年
以
上

た
っ
て
お
り
利
用
計
画
を
立
て
る
べ

き
だ
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

作
り
中
学
校
の
跡
地
に
は
、
親
水
公

園
と
か
子
供
た
ち
が
集
ま
る
公
園
を

設
置
す
る
意
見
が
あ
り
、
改
め
て
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
直
し
た

い
。

い
る
の
か
伺
う
。

過
去
の
経
緯
か
ら
土
地
の
所
有
者

の
理
解
を
頂
け
た
ら
可
能
な
限
り
分

筆
の
処
理
を
し
て
未
登
記
の
解
消
に

つ
な
げ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
り
長
柄
山

Ⅰ
地
区
は
４
年
で
事
業
が
終
了
し
て

い
る
が
、
山
之
郷
Ⅰ
等
は
、
な
ぜ
平

成
29
年
に
何
も
業
務
を
せ
ず
６
年
も

か
け
る
の
か
業
務
工
程
に
問
題
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

国
土
調
査
法
10
条
２
項
を
採
用
し

た
市
町
村
が
増
加
し
、
国
や
県
の
認

証
期
間
に
時
間
を
要
し
た
。

現
況
道
路
で
個
人
の
私
有
地
を
道

路
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
土
地
を
買
収
し
て
い
る
か
伺
う
。

条
件
、
過
去
か
ら
の
経
緯
が
場
所

に
よ
り
異
な
る
と
思
う
の
で
一
概
に

買
収
は
出
来
な
い
。

校
施
設
の
※
Is
値
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
補
強
の
必
要
性
は
な

く
工
事
は
行
っ
て
い
な
い
。

※
Is
値
…
耐
震
補
強
が
必
要
な
建
物

か
を
判
断
す
る
指
標
。

Is
値
ク
リ
ア
で
安
全
で
あ
れ
ば
、

卒
業
生
の
想
い
出
と
し
て
壊
さ
な
い

デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
頂
き
た
い
。

そ
う
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
受
け

止
め
さ
せ
て
も
ら
う
。

２　

�

地
籍
調
査
に
つ
い
て

進
捗
状
況
、
境
界
の
立
会
い
、
成

果
品
の
閲
覧
、
確
認
、
登
記
事
務
で

問
題
が
な
い
か
伺
う
。

平
成
24
年
度
か
ら
開
始
し
、
７
年

目
で
実
施
済
み
面
積
の
割
合
は
８
割

程
度
で
、
全
体
と
し
て
は
１
年
程
度

の
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
問
題
点
は

土
地
所
有
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
、

現
場
に
来
な
い
、
境
界
の
同
意
が
頂

け
な
い
等
の
課
題
が
あ
る
。

学
校
の
測
量
を
実
施
し
た
の
で
デ

ザ
イ
ン
は
簡
単
に
で
き
る
と
考
え
る

が
伺
う
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
描
け
る
が
こ
れ
か

ら
と
い
う
こ
と
で
理
解
頂
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
で
な
く
事
業
計
画
を
い

つ
ま
で
に
立
て
る
か
具
体
的
な
年
数

を
伺
う
。

早
急
に
は
難
し
い
。

公
民
館
事
業
が
あ
り
、
財
政
的
に

も
大
き
な
も
の
と
な
る
の
で
、
そ
こ

を
一
旦
仕
上
げ
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。中

学
校
の
跡
地
に
建
っ
て
い
る
体

育
館
は
、
耐
震
調
査
を
実
施
し
補
強

工
事
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

平
成
８
年
度
に
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
文
部
科
学
省
の
定
め
る
公
立
学

地
籍
調
査
は
分
筆
、
合
筆
、
地
目

変
更
、
地
積
更
正
な
ど
表
示
登
記
が

行
わ
れ
て
い
る
が
山
之
郷
字
辻
は
分

筆
で
き
た
か
伺
う
。

公
図
混
乱
地
域
で
あ
っ
た
が
集
団

和
解
方
式
に
よ
る
地
図
訂
正
を
実
施

し
て
、
９
割
以
上
の
土
地
を
境
界
確

定
し
た
。

地
積
更
正
は
１
０
０
％
近
く
だ
と

思
う
が
、
分
筆
、
合
筆
、
地
目
変
更

の
割
合
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
伺
う
。

分
筆
が
３
％
、
合
筆
が
26
％
、
地

目
変
更
が
10
％
で
あ
る
。

境
界
立
会
い
で
相
続
登
記
が
済
ん

で
い
な
い
場
合
に
代
表
相
続
人
で
も

よ
い
か
伺
う
。

固
定
資
産
税
の
納
税
管
理
人
、
権

利
の
利
害
関
係
人
、
ま
た
近
隣
の

方
々
か
ら
、
そ
の
ケ
ー
ス
の
状
況
を

聞
き
随
時
対
応
し
て
い
る
。

未
登
記
道
路
の
境
界
は
ど
う
し
て

鶴
岡
喜
豊 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）
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町
長
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画
財
政
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長
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長

答
　
建
設
環
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長
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建
設
環
境
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長
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建
設
環
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長

答
　
建
設
環
境
課
長
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建
設
環
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課
長
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１　

�
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
な
が
ら
温
泉
」
の
管

理
運
営
に
つ
い
て

「
な
が
ら
温
泉
」の
浴
場
使
用
料

に
つ
い
て
、
町
内
高
齢
者
の
減
免
措

置
を
再
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。福

祉
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
意

見
を
伺
っ
た
上
で
、
改
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

露
天
風
呂
の
設
置
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
伺

う
。福

祉
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
工
事
等
を

請
負
っ
て
い
る
業
者
数
社
に
打
診
し

た
と
こ
ろ「
容
易
で
な
い
」と
の
こ

と
で
あ
り
、
事
業
費
の
算
出
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
に

お
い
て
、
基
礎
賦
課
額
以
外
の
後
期

高
齢
者
支
援
金
賦
課
額
と
介
護
納
付

金
賦
課
額
を
、
２
方
式
に
す
る
方
針

が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
町
と
し

て
も
、
平
成
32
年
度
の
見
直
し
に
向

け
税
額
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。※

他
に
関
連
質
問
が
星
野
議
員
、

山
根
議
員
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

町
内
で
住
宅
新
築
を
検
討
さ
れ
て

い
た
方
が
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
お

け
る
特
別
警
戒
区
域
及
び
千
葉
県
が

け
条
例
に
係
る
規
制
に
よ
り
、
擁
壁

設
置
や
法
面
工
事
な
ど
、
建
物
以
外

に
経
費
が
掛
か
る
懸
念
も
あ
る
。

現
在
、
町
内
で
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
指
定
箇
所
は
１
３
７
箇
所

で
あ
る
が
、
今
後
も
増
え
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

本
町
で
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一

環
と
し
て
、
住
宅
を
新
築
し
た
方
に

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
る

が
、
住
宅
新
築
に
伴
う
土
砂
災
害
対

策
を
講
じ
た
方
へ
の
支
援
制
度
は
、

現
在
未
整
備
の
状
況
で
あ
る
。

土
砂
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
り
、
い
つ
ま
で
も
安
心
・
安

改
修
に
は
、
配
管
工
事
等
も
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
、
建
築
設
計
業
者

に
依
頼
し
た
上
で
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

２　

�

人
口
減
少
問
題
対
応

に
つ
い
て

定
住
移
住
者
対
策
の
推
進
に
資
す

る
た
め
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る

区
域
設
定
や
千
葉
県
が
け
条
例
の
規

制
に
よ
る
阻
害
要
件
を
取
り
除
く
た

め
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
伺
う
。

全
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
阻
害
要
件
を
軽
減
で
き
る
よ
う

に
、
補
助
金
制
度
の
新
設
又
は
拡
充

に
つ
い
て
、
今
後
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

３　

�

国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
式

を
、
３
方
式
で
の
税
額
計
算
を
変
更

し
、
よ
り
平
等
性
を
確
保
す
る
た
め

に
２
方
式
に
変
え
て
い
く
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

現
在
、
長
柄
町
は
基
礎
賦
課
額
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
賦
課
額
・
介
護

納
付
金
賦
課
額
の
全
て
を
世
帯
平
等

割
、
被
保
険
者
均
等
割
、
所
得
割
の

３
つ
で
算
定
し
課
税
す
る「
３
方
式
」

を
採
用
し
て
い
る
。

「
２
方
式
」は
、
被
保
険
者
均
等

割
と
所
得
割
の
２
つ
で
算
定
し
、
課

税
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
２

月
22
日
開
催
の
長
柄
町
国
民
健
康
保

山
﨑
悦
功 

議
員
（
な
が
ら
町
民
ク
ラ
ブ
）

（
一
問
一
答
方
式
）

答
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員
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１　

�
１
期
４
年
一
般
質
問

に
お
け
る
答
弁
の
そ

の
後
の
経
過
に
つ
い
て

（
前
半
）

平
成
27
年
よ
り
平
成
30
年
に
お

け
る
、
次
の
主
な
質
問
事
項
に
つ
い

て
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
方

針
や
進
捗
状
況
で
あ
る
か
伺
う
。

①　
敬
老
祝
品
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

伺
う
。

②　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
伺
う
。

③　

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者

（
要
配
慮
者
）に
つ
い
て
伺
う
。

④　
地
域
が
支
え
る
防
災
力
の
向
上

に
つ
い
て
伺
う
。

⑤　
横
か
ら
目
線
で
町
民
の
信
頼
と

職
員
の
更
な
る
活
躍
に
向
け

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
つ
い
て
伺
う
。

⑥　
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
交
通

弱
者
に
つ
い
て
伺
う
。

定
例
会
で
の
議
員
か
ら
の
一
般
質

問
に
対
し
、
町
長
等
の
答
弁
が「
検

討
す
る
」ま
た
、
こ
れ
に
類
す
る
表

現
で
答
弁
を
行
っ
た
事
項
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
対
応
を
調
査
、
検
討

結
果
を
議
会
に
報
告
、
町
民
へ
広
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
説
明

責
任
を
果
た
す
取
組
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

庁
内
各
課
及
び
関
係
課
、
管
理
職

会
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
共
有
の

上
、
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
計
画
策
定
時
及
び
予
算
編

成
時
に
は
、
こ
れ
を
念
頭
に
進
め
て

い
き
た
い
。
議
会
に
対
し
て
も
、
協

議
、報
告
し
て
い
き
た
い
。

④　
自
主
防
災
組
織
の
設
置
促
進
に

努
め
、
引
き
続
き
、
未
設
置
の

区
域
の
設
置
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

⑤　

人
事
評
価
制
度
に
お
い
て
、
課

内
全
体
の
業
務
目
標
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
業
務
目
標
を
設
定
し
、

管
理
職
と
共
有
し
、
事
務
事
業

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

職
員
研
修
に
つ
い
て
も
、
初
任

者
か
ら
管
理
職
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
に
お
い
て
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
も
含
め
た
研
修
を
実

施
し
、
職
員
の
能
力
向
上
に
努

め
て
い
る
。

⑥　
路
線
バ
ス
等
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
各
団
体
の
代
表
者
か
ら

ご
意
見
を
頂
戴
し
、
今
後
の
制

度
設
計
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。

⑦　
平
成
29
年
３
月
に
長
柄
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
し
、
施
設
保
有
量
の
最
適
化

や
計
画
的
な
修
繕
の
実
施
、
管

⑦　
効
率
的
な
公
共
施
設
管
理
運
営

に
つ
い
て
伺
う
。

⑧　
空
き
家
・
廃
屋
対
策
に
係
る
積

極
的
な
行
政
の
関
与
に
つ
い

て
伺
う
。

①　

高
齢
者
に
対
す
る
祝
意
に
つ

い
て
は
、
以
前
と
変
わ
り
は
な

い
。

対
象
と
な
る
年
齢
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
現
行
の
制
度
を

継
承
し
た
い
。

②　
民
生
委
員
協
力
員
制
度
を
導
入

し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

③　

現
在
、
要
援
護
者
の
登
録
を
増

や
す
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者

支
援
計
画
の
対
象
と
な
る
要

援
護
者
の
要
件
や
、
関
係
機
関

へ
の
情
報
開
示
な
ど
に
つ
い

て
、
改
正
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
い
た
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。

理
運
営
の
効
率
化
、
維
持
、
そ

し
て
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
、

今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
定

め
、
こ
れ
に
の
っ
と
り
、
実
施

計
画
の
中
で
優
先
順
位
を
鑑

み
な
が
ら
、
施
策
に
位
置
付
を

し
て
い
る
。

現
在
は
、
施
設
ご
と
の
個
別
計

画
の
策
定
を
順
次
行
っ
て
い

る
。

⑧　
平
成
25
年
に
空
き
家
バ
ン
ク
を

開
始
し
、
本
町
の
取
り
組
み
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
本
年
１
月
に
国
土
交
通

省
が
主
体
と
な
る
全
国
版
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
、
２
月

に
は
東
京
で
千
葉
県
主
催
に

よ
る
移
住
定
住
フ
ェ
ア
へ
の

参
加
、
３
月
に
は
杉
並
区
方
南

町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
と

い
っ
た
外
へ
の
活
動
も
始
め

た
。

廃
屋
対
策
は
、
現
在
は
施
策
と

し
て
は
な
い
。

川
嶋
朗
敬 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

答
　
町
長

問
　
議
員

答
　
町
長

問
　
議
員

２　

�

一
般
質
問
答
弁
事
項

進
捗
状
況
調
査
の
公
表

に
つ
い
て
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１　

�
交
通
網
・
道
路
等
整

備
に
つ
い
て

道
路
・
交
通
網
の
整
備
は
、
地
域

の
産
業
経
済
活
動
や
住
民
生
活
を
支

え
る
と
と
も
に
地
域
間
の
交
流
を
促

進
す
る
重
要
な
基
盤
で
あ
る
。
そ
こ

で
次
の
事
に
つ
い
て
伺
う
。

茂
原
駅
・
浜
野
駅
・
ち
は
ら
台
駅

方
面
へ
の
交
通
網
を
再
検
討
し
、
新

た
な
便
利
な
公
共
交
通
網
の
構
築
を

す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

既
存
助
成
制
度
の
維
持
及
び
拡
充

こ
そ
が
、
一
義
的
に
は
本
町
の
公
共

交
通
の
充
実
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

る
。町

内
巡
回
バ
ス
の
有
効
な
運
行
方

法
を
見
直
す
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

長
柄
町
路
線
バ
ス
検
討
委
員
会
を

合
に
固
定
資
産
税
の
減
免
と
い
っ
た

支
援
措
置
が
受
け
ら
れ
る
。
今
後
も

活
用
し
や
す
い
制
度
設
計
を
行
い
、

町
内
企
業
の
成
長
を
促
し
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

４　

�

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
に
つ

い
て

本
計
画
の
年
次
行
程
を
伺
う
。
ま

た
、
参
加
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

ど
の
よ
う
な
事
が
あ
る
の
か
伺
う
。

「
リ
ソ
ル
生
命
の
森
」の「
生
涯

活
躍
の
ま
ち
推
進
協
議
会
」へ
の
報

告
で
は
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
人
件
費
及

び
資
材
費
の
高
騰
に
よ
り
、
受
け
皿

の
中
心
と
な
る
中
高
年
齢
者
向
け

住
宅
の
建
設
は
当
面
先
送
り
と
し
、

現
在
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
」と
の
説
明
が
あ
り
、

事
業
の
工
程
が
遅
れ
て
い
る
。

企
業
が
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行

う
メ
リ
ッ
ト
は
地
方
公
共
団
体
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
信
用
で
あ
る
。

第
５
次
基
本
計
画
の
策
定
時
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町
道
１
１
０
０
号
線
の
未
完
成

部
分
の
状
況
に
つ
い
て
、
土
地
所
有

者
と
機
会
を
捉
え
交
渉
を
し
て
い
る

が
、契
約
に
至
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

来
年
４
月
供
用
開
始
予
定
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称

は
、
い
つ
頃
決
定
す
る
予
定
な
の
か

伺
う
。

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
及
び
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
の
最
終
的
な
手
続

き
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
早
期
に
名
称
が
決
定
の
運

び
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

開
催
し
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
し
た
い
。

県
道
千
葉
・
茂
原
線
の
国
府
里
地

先
の
茂
原
市
と
の
行
政
境
の
河
川
横

断
歩
道
整
備
の
現
状
が
ど
の
よ
う
な

状
況
か
伺
う
。

昨
年
12
月
に
交
通
安
全
対
策
工
事

は
、
発
注
済
で
あ
る
が
、
材
料
の
調

達
に
時
間
を
要
し
て
い
る
た
め
、
年

度
内
の
完
成
は
難
し
い
と
聞
い
て
い

る
。市

原
市
道
49
号
線
通
称
大
仏
道
路

の
延
伸
計
画
に
伴
う
町
道
１
１
０
０

号
線
延
伸
路
線
の
市
原
市
と
の
協
議

を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、

未
買
収
用
地
の
現
状
と
今
後
の
整
備

は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て
、
町

の
財
政
負
担
や
こ
ど
も
園
へ
の
入
所

者
や
入
園
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

生
ず
る
の
か
伺
う
。

現
時
点
で
は
、
法
令
や
具
体
的
な

運
用
規
定
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
町
の
財
政
負
担
や
入
園
者
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
十
分
な
説
明
が

で
き
な
い
。

町
内
既
存
立
地
企
業
の
育
成
及
び

支
援
対
策
を
今
後
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く

基
本
計
画
の
協
議
書
を
策
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
中
小
企
業
が
生
産
性
を

高
め
る
た
め
の
設
備
を
取
得
し
た
場

池
沢
俊
雄 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

答
①
　
町
長

答
③
　
町
長

答
⑤
　
町
長

答
④
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

答
　
町
長

答
②
　
町
長

問
①
　
議
員

問
③
　
議
員

問
⑤
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
　
議
員

問
④
　
議
員

問
②
　
議
員

２　

�

幼
稚
園
・
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
等
の
無

償
化
に
つ
い
て

３　

�

町
内
既
存
立
地
企
業

の
育
成
及
び
支
援
対
策

に
つ
い
て
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予算常任委員会
・平成３１年度予算が可決されました
去る３月５日、６日に開催された予算常任委員会で第１回定例会により付託された「平成３１年度予算審査」を行
い、１５日（金）の本会議にて総務事業並びに住民教育所管の予算を可決しました。また、各常任委員会での主な質
疑応答は以下のとおりです。

総務事業常任委員会質疑応答
（神崎委員長、池沢副委員長、月岡委員、星野委員、古坂委員、山根委員）

質　疑 選挙費について、町議選と参院選は日程が近いので、同日に執行すると効率的ではないかと考え
るが伺う。

答　弁 選挙管理委員会において検討したが、適正な執行を優先し、現状では別の日程とした。
質　疑 公用車のドライブレコーダー整備台数は何台か伺う。
答　弁 年式の古い車両及び作業用車両を除く１５台を予定している。
質　疑 地方創生関連事業のこれまでの使途及び今後の予定を伺う。

答　弁

平成２７年度は創業支援・販路開拓整備事業など４事業、平成２８年度は統合型地理情報システ
ムなど５事業、平成２９年度は移住定住推進プログラム策定業務、平成３０年度は地域資源発掘発
信業務、４か年合計で１億７２５万円余り実施した。平成３１年度は、健康ポイント事業のシステ
ム改修及び特産品の開発で１,６６０万円を計上している。

質　疑 指定金融機関事務取扱手数料の金額の根拠は何か伺う。
答　弁 指定金融機関業務における人件費の半分程度の負担である。
質　疑 税収の伸びの要因は何か伺う。

答　弁 法人住民税は実績により、固定資産税は償却資産の伸びにより、たばこ税は税率の引き上げによ
る。

質　疑 ダム周辺町道沿い桜の枝剪定は、指定管理の中で、できないか伺う。
答　弁 指定管理の区域外であるが、執行にあたっては留意する。

質　疑 結婚相談事業について、福祉的な要素が大きいので、所管課を変更すべきではないかと考えるが
伺う。

答　弁 今後、検討する。
質　疑 営農型太陽光発電事業について、許可の取消しの基準はあるのか伺う。

答　弁 一時転用のため、毎年状況を調査し、３年後に適正な管理が認められない場合は、許可権者の県
と共に指導し、指導に従わない場合、許可の更新がなされない。

質　疑 町道３０３３号線道路改良工事の減額の理由は何か伺う。
答　弁 平成３０年度まで、要望額で計上したが、平成３１年度は補助金の交付率を勘案し計上した。
質　疑 道路のポイ捨て対策の担当区分はどのようになっているのか伺う。
答　弁 国県道は県、町道は町の責任が基本である。それぞれ定期的に委託により対応している。
意　見 専門の清掃員の雇用や、ボランティアの清掃に対するごみ袋の支給を検討されたい。
質　疑 旧水上小学校土地建物の売却に係る進捗状況について伺う。

答　弁
来週仮契約の予定である。議会最終日に追加議案として、財産処分及び補正予算を提案したい。

従前の説明では、町が解体工事を行う方針だったが、議会の意見も踏まえ、相手方が建物の解体を
行うこととした、建物付き現状引き渡しの予定である。

要　望 予算の執行にあたっては、町民のニーズに沿って適宜見直しを加えながら、常に経費削減を心が
け町財政負担の軽減が図れるよう努力をお願いする。
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住民教育常任委員会質疑応答

（鶴岡委員長、川嶋副委員長、関委員、本吉委員、山﨑委員、三枝委員）

質　疑 町史と文化財のデジタルアーカイブ事業の内容について伺う。

答　弁
現在、掲載しているものにプラスして「続　長柄町史」と、町内から出土した土器を３Ｄ化して

公開する予定である。
また、デジタルアーカイブの使い方を説明する講座等も実施する予定である。

意　見 一人でも多くの方に知ってもらうため、周知してほしい。

質　疑 給食センター施設の改修について具体的にどのように考えているか伺う。

答　弁
小中学校の長寿命化計画策定業務と並行して計画を策定する。千葉県では、文部科学省が示す、

長寿命化計画策定解説書を推奨しており、その内容に応じた計画を策定する。
また、この計画があることで補助事業の対象となる事業が増えることとなる。

質　疑 ヘルスアップ業務の内容について伺う。

答　弁
セミナーを８回予定しており、１回目に血液検査等を行い、最後にどう変わるか参加者に実感

してもらいたい。対象は、４０歳代から７０歳未満の方々である。できれば４０歳代、５０歳代の
方に参加していただき、健康志向を持っていただくことを目的としている。

質　疑 緊急医療情報キット配布事業の内容について伺う。

答　弁
７５歳以上の一人暮らしの方、75歳以上のみの世帯、障害を持っている方、７５歳以上の日中

独居の方などに配布予定である。配布は、民生委員を中心にお願いする予定で、平成３１年度は、
２００本を予定している。

質　疑 児童虐待が大きな社会問題となっているが、虐待が目に見えない場合もある。その中で、学校が
一番把握できると思うが、学校教育課の考えを伺う。

答　弁
長柄町でも近い状況があることは確認している。但し、児童相談所の案件については、公表する

ことができない。学校では、担任、養護教諭、スクールカウンセラー等により対応している状況で
ある。

質　疑 ながら温泉について入湯税は課税されているのか。また、温泉水は毎日、替えているのか伺う。

答　弁 入湯税については、千円未満は課税免除になっているので課税はしていない。温泉水について
は、一日おきに替えている。

質　疑 学童保育について、第１学童クラブと第２学童クラブがあるが、第２学童クラブの防火管理者
は誰がなっているのか伺う。

答　弁 第１学童クラブは、長柄小学校の管理下にあると認識している。第２学童クラブについては、健
康福祉課の職員が防火管理者となっている。

質　疑 第１学童クラブでは、学校と仕切りがあるが、防火管理の観点からどのような意図であるのか
伺う。

答　弁
長柄小学校の廊下にある仕切りについては、セキュリティーの関係で設置している。
消防の点検では問題がないとなっているが、今回、ご指摘を受けたので学童クラブ全体の防火

管理などを再度、確認したい。

意　見 もう一度、消防の確認の中で防火管理者としての役目、事故がないように確認してもらいたい。
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空き家
バンク

編集後記
本号の「議会だより」は平成最後の定例会の報告となりま
す。
また、平成を振り返りますと、阪神淡路大震災、東日本大
震災など非常に多くの自然災害があった時代でしたが、元
号が平成から新元号「令和」と決定し、新しい時代は、災害
のない平穏な日が続きますようご祈念申し上げます。
新元号の「令和」は「万代に年は来経とも梅の花絶ゆるこ
となく咲きわたるべし」万葉集の巻第五にある梅花の歌の
三十二首の一つですが、「世々に年は来て過ぎて行くとも、
梅の花は絶えることなく咲き続ける」との意味です。長柄町
の町の木は梅でありますが、厳しい寒さの中、梅はどの花に
も先駆けて咲き始めます。

今回の議会において、長柄町議会基本条例策定特別委員
会より、長柄町議会基本条例の制定が審議され、全員一致で
可決され４月１日より施行されることとなりました。
今後も新しい時代を、町民の皆様が住みやすい、住んで良
かったと喜んでいただけるよう新しい思いで、議会改革に
取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

議会広報編集特別委員会

あ な た も 議 会 を
傍 聴 し ま せ ん か
あ な た も 議 会 を
傍 聴 し ま せ ん か

次回定例会は
令和元年６月11日（火）の予定です。

議会本会議の会議録を長柄町ホームペー
ジにて公開していますので、是非ご覧くださ
い。町民の皆様方のご意見、ご要望等ありま
したら議会事務局までご連絡いただければ
幸いです。

申込み・問い合わせ先　企画財政課　企画政策係　☎ 35-2110

問い合わせ先　議会事務局☎ 35 － 2438　FAX 35 － 1120

定住促進に伴う地域の活性
化及び空き家の有効活用を目
的として、空き家情報登録制
度「空き家バンク」を運用し
ています。
「空き家バンク」は空き家
を資源としてとらえ、空き家
を手放したい方と長柄町に定
住したい方の橋渡しを行う制
度です。
本年度から居住環境の向上
を目的とした空き家改修費に
係る補助に加え、家財道具の
撤去費、引っ越し費用、登記
申請手数料等にも補助を行う
こととしました。
町内に居宅・空き家をお持
ちの方で、売却・賃貸を希望
される方は、是非ご登録くだ
さい。

「空き家バンク」に
登録しませんか？
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	広報ながらNo.440_Part12
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	広報ながらNo.440_Part15
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